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本 報 は不場 時報 第 12 號 の ﾡ 編 と も見るべ 

き ものにして, 造林地の野兎被害防止上 

適切なる 雄忌 劑 を 見 出 さんと し技手上 

元 則をして 從 來 の 知 見を校 討 せしめ, 特 

に ト り カ ト を主剤とせる 嫌忌 劑 に 關 す 

る試ﾡを行は しめたる成 績 の 一 部 な る が, 

参考となるべきものありと認め. ﾡに時 

報 と し て揭 ぐることとす。

北海道林業試驗場長

業年 石原 供 三
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野児の媒忌剤に就て

抜 手 井 上 元 則
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はしがき

支那變以楽軍用モ皮の増産が叫ばれるに至 り、當局の獎勵の結 

果、昭和 12 年度 に於ける 全國の 期 兎捕獲數は 895.063 頭に達し之等 

の内約60；陶枚の毛皮が軍用として提供せられた乙とは誠に喜ばしさ 

乙 とてある。

ﾡの如 く 多數の毛皮が要求 されつ あると3、野兎の毒殺論な ど 

と唱ふる向もあるが、假りに此方法が完全に行はれたとすれば、造 

林地の野兎被害は軽減 し得べ？ も、毛皮ﾡ集上からは策の得たもの 

とは云ひ得ない。即ち毒殺の場合は野兎は屍㈱を見せない場合が多 

いか らてあ る。益に於て野ﾡの防除法は捕獲を極力弊戦す る と 同時 

に、激害地に於ては媒忌剤に依り其企書を出求得る限り幅減さすこ 

とが必要なことてある。殊に歐洲タウヒ、アカエゾマツ等の幼齡木 

が連年被害を被る と8は、成林が不可能とな る場合があ る のて.激害 

地方に於て は植栽後數年間保護の必要があ る。嫌忌劑は其性質上防 

風林、防雪林. 其他交通の便利な造林地に於ける野兎の食害防止に 

最も應用性がある。今囘の嫌忌測はタウヒ、アカエゾマツ等の喰害 

防止を目的と しなものてあ り、未：た試驗中の ものなる も經過の一部 

を公表し參考に供する。

I野兎の嫌忌劑に關する從來の知見

從來野兎嫌忌劑と して使用された ものは動 く なv。其主なる もの 

を記すれば次の如 く てある。

(1) 石油 (石油に浸したる布片を新植地の周圍 1 - 2 間毎に懸け 

置く法)

(2) タール (原液の儘植栽木に塗布する 法)

(3)陸三氏液 (魚油1 を熱しナフタ ッ ン 1 封を混じたる合利と
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塗布する 法) ・

(4) 鳥糞糊液 ( ノ ッ 7夕を水1にて益ﾡ溶解後、消石灰3合、 

ﾡ義 2.5 合、幾卵 2 個 を 加へ攪拌塗布 する 法)

(5) 力=ンヘンシユッ (Keninchen-Schutz を水に溶解 しﾡ状 と な 

し樹木R塗布する法) J：. ...

(6) ラビトール (Rabitol は願ﾡ殺ﾡ剤に して水に溶解し欄状 

と じ樹木に塗布す)

(7) コルニトール (Kornitol)

以上の内(1)-(2)は大なる効果を認め得ない。(3) は樹種に吹 

り薬害の廃がある。(4)は本州野ﾡには相常効果あ り と云人。(5) 

カ = ンヘンシユッはﾡ乙製品に して實驗の結果本道產の野兎に對 し 

て は宣傳の割合に効果が無かつた。(6) ラビ トーノレは驅兎兼殺兎剤 

てある が原料の一部が輸入品 なると 安間 ならざる ﾡて一般向 2 でな 

w。(7) コル= ト ーノレは近年獨乙國に於て. 發支されつ ゝ ある一種の 

媒忌剤て、宣傳廣吿に據れば非常に有効なる如く 思はれるが, 未だ 

本邦に輸入された例あるを知らず。現全の非常時同に於ては多少優 

秀な性能あ bと雖も外國製品の輸入は國策線に沿はず, 之が使用は 

策の得なものとは云ひ得なからう。 .

妓て考人べa 乙 とは北海道の野兎の被害は大部分冬季積雪上で行 

はれる ものてある。即ち地上の雜草が積雪下に一埋沒 し野兎の食物が 

全く缺乏せる時に樹采を喰害するのである.。由來空腹時に不味のも 

のなしの喩の如く、從來の經驗に徴するに.弱性の嫌忌劑を塗布し 

なのては食害を発れ得ない場合がﾡく なv。然るに從來の嫌忌劑の 

多く は積雪皆無なるか又は積雪寡少な る地方で、而も野兎の食物が 

無い と云ふて も北海道程で無い場合の樹木食害防 止が目的てあるか 

ら. 比較的弱性の嫌忌劑でも 間 に 合人ね様 に思はれ る。ﾡ園ては此 

較的弱性の 嫌忌劑 を 途布 しても野ﾡはそれを 恐れ 他 に 食物 を求め、 

塗布木に は激害.を 與へざる ものの如 く てある。北海道産野ﾡの喰害 

防止に前述の嫌忌劑を應用 ■せる場合、宣傳の割合に大な る効果の認 

め られね も のがﾡ くな かつ た のは斯かる理由か らてあ ら う か. 或は 

野兎の種類の相違か らてあ ら う か、此等の除は今後の研究に俟ち て 

明かにしたい。

以上の事TFにﾡつて北海道産野ﾡの嫌忌剤は相常烈な作用が無 

ければな らVと思人っ 北海道に於て は古來 アイ 受人が熊を捕獲する 

際に ブシ を矢の根に塗って 使用 した こ ど は周知の事實であ るが、こ 

のブシは ト リカ ブト根から採る ものてある。牛・鳴は トリカブト を恐 

れて喰はなv。彼等は本能的に春草なる ことを知ってゐて食はぬの 

てあらう。勿論野兎も亦 ト リカ ブトを食はない。 して野ﾡは雪 

上ょ り數狮下に理れてゐる食餌を搜し出して喰ふ程臭覺が鋭敏であ 

る。此性ﾡを逆用せんが爲め事 トソカブト を原料と して嫌忌劑を 

製造 し、 エゾノウサギ Lepus timidus ainu Buarrett-Hamilton に就て 

試驗を行つた。

II トリカ フ ト に關する概說

本邦に産する トリ カブト敷種あり. 學者に依り學名を異にするの 

て、本編に於て は單に トリ カプト とﾡし、 一般に就て記述しやう。

トリカブトは毛直科の植物で、野幌國有林に産するものの學名は 

館脇操博士 に 依れば エ ゾトリ カ ブト Aconitumyesoense Nalkai な ) 

と 云ふ。 ・

Aconitum 屬の植物には猛毒の含有せ ら る, る こ と は洋の東西を問 

はず知られてゐて、古來猛演 を變 し又は毒害 に供せられた。. 漢法て 

は鎮痛、解熱、催淫の要藥と し通風、ﾡ、ッウマチス、神經痛等 

に內用し又は煎洋、 エキス等をリシマチス、神經痛等の外用 に供す 

る o 日 本薬局 法に も 収載 さ れな猛毒物で ある から 假命微景 と 雖 も 濫
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用出求ない。乙れ本植物は数種のアルカロイ ドを合有するに依る。

1833 年 Geiger 及 Hesse 雨氏が Aconitum Napallus L. の根及葉よ 

り 毒性強 ァルカロイ ドを分離 し之をアコニチン Aconitin Ca Hn 

Ou N と命名せるのが初ま りであると云ふ。其後數種のアルカ ロ イ 

ド、例ばメサ コニ チン Mesatconitin C35 Hs 〇 U N, ヒバコニチン 

Hypaconitin Cn H Oi N, エサョニチン Jesaconitin C35 Hw Ore 

N等の有毒成分が發見されてゐる。

斯様に多數の有一毒成分が明かに されたが ・リカブト は種類並生育 

地に依 b 成分に非常な相違がある と云はれて ゐ る。例ば杉野目晴 

貞敎授に依れば北海道錢函産の ものは Aocnitin 及 Jesoaconitin を 

含有し毒性強烈なる も定山溪のものは Luciduschin Ca Hs O, N 

が主成分て.之は無毒の ものな り と云ふが如3 である。トツ カブトの 

有効 と か無効 とかは、同じ道内ても 地方的 に非常な差異があ る と 云 

はれてゐるのは、合有するアルカロイ ドの種類に依る こと を知れば 

了解出來ることである。從って嫌忌剤として利用する場合、毒性の 

弱いもの り強い方が良Vのは常然のことてあるが、 殺に利用す 

る場合と異り毒性を左程矢釜しく 詮議する必要はないと思ふ。

トリカ プト根は秋日 には親根 (母根) と今年生じたる新根 (子供) 

と 兩方あ る。母根は落花後漸次枯死 し子根には翌年發育す る 莖芽 を 

生ずる。藥用には母根も子根も共に用ひられる。球根の大さは長燕 

菁形 をなし3-8福、 上部のﾡは約 2-3 ﾡ 下部は漸次狹細 と な 

る。秋日 に於ける根 (母、子根共) の含有物は水分、澱分、原糠, 

脂肪、樹脂等でアノレカロ イ ドの含有量は極めて微量の ものである。 

野性の ト y カブト根の採集に當っては. 一度に母根、 子根を探集せ 

ず、前者のみを探集すると根株の保績上甚有利てある。トリカブト 

根を大ﾡに生産するには栽培すると ょい。森武宗氏 に據れば秋期、 

苗床に下種すると 1 ヶ月 位て.發芽する から適當に除草、間引を行ひ 

本間に定植する。肥料は肥.厩肥を基肥とし小量施し、 追肥には 

3 月頃か ら2乃至3 囘 人糞尿, 馬糞等 を施す。收獲は下種の翌秋に 

なし莖葉の枯死する頃に根を採掘する もので反當 i80 貫位な り と云 

ふ 0

學說に據れば人工栽培すると球根は非常に肥大するが、 合有寄成 

分は非常に變化すると云ふも、嫌忌劑に應用の場合は毒成分の減退 

は大した問題では無からうと思ふ。要するに其地方の山野に多數自 

生せざる場合は、栽埼法に依り大量生産を行し、ﾡ忠剤に利用する 

を得策 と思料す る。

III 嫌忌劑に關する試驗

(1)球 備 試 驗

實地應用試驗に先立ち,豫備試驗として野兎の好餌人參に次の如

2 嫌忌劑を塗布し、之を野ﾡの出没する道林地内23箇所にmき、其 

嘴食程度の比較を行つた。

(a) 試驗せ る 嫌忌ﾡの種類 と 其製法並試驗方法

A

フ ノ リ

・り カ プト推液

税 酸 鉛

水

0300延
3.750延
0 225雇

14400立

(1) フ ノリ れボﾡ解 し冷却 す る え待ち て ト 
り カ プト及ﾡﾡﾡた入れ投じ 六た。

(2) リ カ バト 排 •皮屋生. の球根を大快M！： て
押りて価用ひ:o

(3) I ツ カ ブト l河産た用ひ:o
・

フ ノ リ 0.300延
B ・ 卜り カ プト 液 3.750延 製法Aに同じ。

水 14.400立

C
フノリ

ﾡ物 (殺数用川) 

水

0.300延
2.000延

14.400立

(1) フ ノッ な煮洲溶解 し 冷却 する を待ち て 煙 
車材た混じ推し1o

野兎の最も多く 出淡する箇所に2一4米の長さに針金を張り ・ そ 

れに長さ 0.3-0.5米位の針金の一端に供試材料を結び付けねる もの 

を吊し. 地上0.3米の高さとし、野兎が自由に食し得る程度とした。

かるﾡ所を被造林地内23箇所に設置 し、第 1 囘 目 は無處理 と A
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とC、第 2 囘目 は無處理と P とC と 1 箇所毎に変交互に並べな。-両同 

共三種を 1 価所につき各1 個又は 2個宛施典しな。

(b)結 果

兩囘の試驗成績を總括すれば第 I 表の如く てあ る。

第1表 食物利用に依る嫌忌劑試驗

ﾡ験地 江別町町F拠限有林部I施業ﾡ内2i所
試験用食物 人 本

試 戦 期
自 昭和11年 3月16日 王昭和11年3月20H ( 第1 )
自ﾡ和11年3月22日 ぞ昭和11年3月26il (今2問)

試驗 無 處 理 4 最剤A及 B w 感 剤. G
番 號 画西 査ﾡ 喧1率 画項延 1 査ﾡ i 商査率 面界の「査敷 需 衣率

第1同 37 22
y

GO
1 6

37 0 0 37 1S 49

、 第2何 37 22 GO 37 1 3 37 16 4:

備考 A第1同、 B第2Iに該常o

以上の結果 よ り見るに無處理人塗の企率は第1同、第2 囘 共 60 

%てあつな。Aは噛食率0%、Bは3% Cは43-49てA. B 

共に非常に有効な 乙 とが判つた。A, Jを比較するにﾡ酸鉛を入れ 

たる方一 腱有効である。Cのﾡ草粉は野ﾡの嫌忌ﾡと しては大なる 

効果無合ものの如くである。

(2)第1 囘實地應用試驗

豫備試驗に於て トリカブト を主劑とせる嫌忌劑の甚有効なる こ と 

が判つたので、昭和1 1年10月 ﾡ乙タッヒ7 年生 766 本 を野ﾡの破衛 

見込ある造林地 2 反歩に植栽 し、それに次の如 合 處法の嫌忠ﾡを同

月 中に塗布し、翌春融雪直後に其結果を調査して比較を行った。

(a) 試驗せる 嫌忌劑の種類 と 其製法

'No.l

II

フ ノ リ 0.300店\

ト リカ ブト 折液 3.750延

水 14400立

フノリ . 0075延
鋼ル (トドマツ) 10.800立r
水 12.600立丿

I
(1) フノリ なれ消溶河 し冷地 す ろ れ行 ち 

て トリ カ プトﾡな入れて掲した。
(2) トリカプ! 邦百夜ほ 生の球根た•大根節 

にて描りて其の催用いた。 ,
(3) ト リ カ プ!幌有林を用 ひ
(4) フ ノリ な紙 しとれに ﾡ帰な入 れ約

1 時間ﾡ後冷却した。
(5) IにIな加へﾡく 挑混和し 媒品 

No.lな約86立得た。

(N。 1 剤 1S.000立|
n 鉛 os:5t}()""熊に代脳な人"掲し。

(b) 塗布方法及展着の良否

新植せる歐洲タ ウ ヒ 706本を第3表の如 く 分ち無處理區. No.1 劑 

i途布画及 No.2 剤布ﾡとなし、無處理木と 處理木と を 50 本宛交互 

に配置しな。

第2表 嫌忌劑塗布木配置狀況 (F洲 ッヒ7年生)

無虐 型 【 No.1 劑險布感 No. 2 ﾡれ町
備 ャ

ﾡ 號 玉 ﾡ 番 木 数 本 ﾡ

1—50 50 51—100 50 —

101-150 50 — — 151—200 50

201-250 50 251 -300 50 一 —

301- 350 50 —— — 351-400 50

401-450 50 451-500 50 一 ・- .

501- 550 50 — — 551-600 50

601-650 50 G51-700 50

701-766 66 ・- — ・ —

t 416 200 160

薬剤はﾡ 1 寸のベンキ刷毛を用てタウ ヒの樹橋部(其年の生長 

部分と前年度の生長部分)のみに塗布せるが、幹の表皮と針葉との 

間 に 密着 し 展着頗 る 良 好て あつな。途布後 日 の 細過 す るに 伴 ひ靴燥 

するも、降雨及融雪期には濕潤とな る。然 し之が爲め剝離する様な 

ことなく、一冬は完全に保護作用 を義揮 した。

⑹結 果

以上の塗布木 にっ9 翌春融雪後冬期間 に於け る 被害 を調査せ る に 

第3表の如くてある。
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第3表 第1回質地ﾡ用試ﾡ成績調 衛

供武 木

試 驗 期

歌洲タウE7 年生

自 M和11年10月 至M和12年 5 〃

分 試木敷 樹 ﾡ の書 
あるもの

書 率

無 處 理 416 277
ろ5

67
No.l 剤 200 29 14.5
No.2 剤 區 150 6 4

(3) 2旧質地J用試験

第 1同賞地M用試験の結果 ・リカブト を主劑とする 嫌忌劑の有効 

な ことが判つねのて、今度は ト リ カブト の量をぜる場合の効果に 

關する試驗を行つた。前同は卜 y カブト排液の* は嫌忌劑 18 立の中 

に 1.875 斑宛含有せる が今囘 は 1.250 延と し 同時に粘着力 の増大之 

も試みな。

(a) 試驗せる嫌忌劑の種類と 其製法

誰 試ﾡ地内のの食害傾向れ変す ためﾡﾡ理ﾡのみに幹部食害 171 木に 

枝株部のみ食な受けた る 106 木れ加ﾡ L ホ:。

試験の結果無ﾡ理ﾡの野ﾡﾡ害率67%書し、No.l 熱塗布画の 

幹部企特は145%、No.2 剤塗布ﾡの幹部食審は4に して、No.2 

劑最も 優秀な る 乙 と が判明 した。企害の跡を見るに塗途布木にして幹 

部食害を受けず、塗布せざる枝條部のみの食害を被り たる ものあ う 

なるも、何れ も食害は塗布部に至り て止むの事實 よ り 見て、No.l 齊) 

No.2 熱共媒忌剤と して有効なる こ とが明瞭となつた。

供試木は植栽當時樹高 0.80米 あ り、之が樹幹枝全體に藥劑 を塗布 

することはﾡと多ﾡの業剤を要するのて、樹梢部のみに塗布せる 

ものてある。若し No.2 劑を樹幹枝全部に塗布すると 9は完全に保 

護し得る。No.2 ﾡの布木の如 9 は 150 本中被害僅か に 6 本て極 

めて輕微であつた。之は藥効よりも率ろ塗布人夫の巧拙又は不注意 

に歸し得る程度のものと考へられる。

1-4年生のタウヒ、 アカーゾマッ等の保護には、樹幹枝全部に 

塗布することは頗る容易であるが•植栽當時ならば苗木を藥劑中に 

逆に浸して後植栽することも可能である。然し植栽後數年を經過せ 

る木にﾡし、樹全體の塗布は困難な る を以て、樹梢部のみに塗布す 

れば宜敷い。假令枝條は若干の被害を被る も、樹梢部完全なれば上 

長成長 には大なる 影響が無い。

⑺
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(b) 塗布方法及展着の 良否 ・

第 1 囘塗布試驗せる タ ウ ヒ 766 本の 內前年樹幹の食害 を 免れた も 

のに再び塗布しな。途布は第 1 囘實地應用試驗の場合と 同様な方法 

て行つね。展着は藥劑の乾燥後前囘のものに比し幾分良好な るも.

頭者な差異が認め られなかつな。

(e) 結 果

昭和12年11月 本ﾡを途布 しM和13年 5 月 精果 を 調査せる に第 5 

表の如くであった。
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第1回 トリカ プi 合剤途布に依り 
幹樹の保ﾡされたﾡ州 タウヒ 

(布開始後三年目)

第2回 垂ﾡ理木にしてﾡの食 
れ破りたろﾡ州カ ツ ヒ 

(試吸開始後三年目)

第4表I第2囘實地應用試驗成績調査

・供 試木 欧州ダツES 年生

試ﾡ期 自M和12年11月 王M和13年5月

優 分 供試木数
樹幹の食書 
あるもの 被 害 率

\
ﾡ 虐 理 245 240 98
No.3 剤 280 96 34

第3画 トリカプト 合劑た•樹幹 に 途 

布せ る状

(5年生ア カエゾマツ)

第4団 雪上に重出せる欧州タウヒ 
の枝な野がﾡみ切りた る 状況

(I和13年12月20日)

試驗の結果無處理區の野兎食害率は 98% No.3 劑塗布區の幹部食 

害は34%を示しな。zれに依り No.3 剤は No.1 及 No.2剤よ り精 

劣ることが判つた。’此原因は次の如く考へられる。

(イ) 卜y カブト播液の混入量がNo1-No.2剤x り少きこと。

( ・ ) 前年掘 b2るトリカブト液をI液の状態にて保存 し 1 年後 

に使用せる乙と。

以上の試驗に供した タシヒ は第 1-2園に示すが如 く無ﾡ理木 

は慘害 を被 り 植栽後 3 年目 に は處理木に 比 し著しく 生長不良 となつ 

な。假令數年後 に 囘復する ものある も 畸形 とな う 材質上並生長上の 

損失が勘くない。

IV嫌忌劑の名稱.價格.塗布量及塗布功程

今囘の試驗に於て No.2剤量も成ﾡ良く、No.1剤これに次ぐ。依 

つて今後一般に實用化するには此兩者を推獎した"、。今後No」- 

No 3 ﾡを ・ y カ ブト合劑と呼ぶ乙 と にする。即ち トッ カプト合剤 

No.1. No.2, No.3と 云ふ風に呼びたい。

次に事變前の相場 を基礎 と し トリカ ブト合劑 No.l 及No2 の価 

格を算出すれば次の如く てある。
円 円:

」 (イ) フ ノ リ 0.1875ﾡ(3.75580として計算) 0.290
人"ガ (ロ) ハリカブト播液1.875ﾡ,3.75ﾡ:1000として計算)...0.500 
日 ,。(ハ) ・ﾡ府(ト ド マツ) 5.4立 …… :.....  0.030
18 7 (=) 水 13.5立 ........・.................... 0

・) (ホ) 雑費 (器物、消耗品代) •… ...................... 0.100
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計 0.920

卜V力〜卜合剣」(イ) No.1 劑 18. ................. ・........  0.020
No.21S立(1斗)1(H) 税 骸 4 0.225証...............................  0.180

計 ・ 1.100
円 円

事變前の價格て計算すると 18立 (1斗ﾡ入) 0.920-1.10にて供給 

し得る。目下砒酸鉛の代用 として砒酸石灰が考へられてゐる。さて 

玆て問題となるのは ・ y カブト擂液のことである。之が經費關係を 

明示すれば次の如 くてある。

(a) 野生の ・リカブト を探集する場合探集者の居住地附近て容易 

に 求め得 る場合と然らざる場合と て•は 非常に差異があ る。又採 

集地方に 密生 して ゐる や否や に依つて も 非常な差異があ る。r

y カ ブト探集の専門家に依る と事菱前まてう.75延 ( 1 貫目)60 

錢で採集してゐたと云ふ。

(b) 球根の播慣は大量の場合はﾡ粉製癌器を用人れば375延 (1 

貫目) 2 - 4錢位て•出來上る。

(c) ・ リカブリは生の球根375延 (1貫目) をﾡる と量し約 

3.187延とな り約15%の目械り を示す。

(d) 探集ﾡと播賃て05後それに目誠り を計算に入れ諸雜費 を加へ 

る と3.75延 (1 貫目 )のトリカブト 液はそ 100見常 と なる。

(e) ト ッ カブト排液代の大部分は採集費である。之を自家用と し 

て畑に栽培す る と.a は野生の も の に比 し著 し く 採集費 をﾡ し 

得る を以て 卜y カブトのﾡ液3.75H (1貫目) 100などを要し 

ない。隨 って 栽培法 に 依れ ば本剤は極めて 低廉 な ﾡ格て供船 し 

得ると思ふ。

次はﾡ剤の塗布量の こ とであるが之は塗布木の大小に依つて千差 

萬別である。又樹幹枝全體に塗布する場合と、枝に塗布せず幹のみ 

に途布する場合と ては、非常な差異があ る の で一槪に論じられな 

い。タウヒ 2一3年生の小苗では 1 本の藥剤價格は 1 厘 を要しない。 

6一7年生位になると塗布面が廣く なるのて2一3ﾡを要する。大 

ﾡi8立入 1 ﾡて300-1000本の背木に塗布し得る。塗布功程は正味 

8 時間労働と し計算せば、1人1日 の功程は小苗の場合は 800 本.

山 出後の 幼齡木では 300 本程度てあ る。塗布は大して 勞力 を要す る 

仕事て無いのて、小年人夫又は女人夫.を混ぜて使用 し、1人1日卒 

均100の軍置として計算せば、1本常り 1.20-3.0の塗途布費を要す 

る。随って 藥便及塗布賃共に て 1 本當 22-6.。 風見常 となる。

V摘 要

(1) 本試験は トリカブト を主劑とする野兎の嫌忌劑の研究であつ 

てタウヒ、 アカーゾマッ等の食害防止を目的として考案せるものて 

ある。

(2)トッカブトは野ﾡの嫌忌剤と して相當有効な ものであって ト 

リカプト 合剤 No.1 - No.2 は一般に推獎 し得 る。

(3) トリカブト合劑は No.2 は No.1 劑 18 立に砒酸鉛 0.225 元を 

混入せるもので非常に成績が良い。

(4) トリカブト は北海道の山野に 自生す る毒て、地方的に非常 

に豐富であるから容易に求め得る便があるのみならず調劑も頗る容 

易てある。

(5) トリカブト は保存せるものを使用せず毎年探集せる新し3掘 

液を利用する乙と。

(6) 薬価は1本常1-3ﾡ見常てある。

( 7) 本試驗に於け るトッカブト は野生の も の を探集す るものとし 

て計算せるものなるが、栽培せるものを用ふれば、更に安價に供給 

し得る可能性がある。

(8) トリカブト合ﾡはタッヒ、 アカェゾマッ等の2-3年生小苗
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に当してはﾡ幹枝全置に途布 し, 山出後の幼齢樹に對 し て は村ﾡ部 

(常年及前年生長部み) のみに布して も差支へが無い。

(9) 塗布人夫は 1 本當 1.3-3.。 N見常てあ る。

(10)トリカブト 合報は樹梢部の表皮 と 針葉 との 間 に 密着 し着順 

る 良好てある。

(11)塗布後はH の經つ に つれ乾燥す る も 降雨及融雪時期に際して 

は濕潤となる。然し之が爲め剝離する樣な乙と無く一冬は完全に保 

護作用を發揮する。

(12) 業剤の塗布は秋10月末至11月早々施行すると敷しい。ﾡ 

り運くな ると業剤が凍結 し又は凝固 し易く 取扱上種々の不便を生ず 

る虞がある。

-(13) トリカブト合剤はタウヒ、アカエゾマツ等の外表皮の荒いザ 

ラザラ した樹木の塗布にも適する。

(14) トリカプト合劑は嫌忌劑であって殺兎劑では無い。その合有 

するアルカ ・イ ドの量は極めて小いが取扱は常に注意すべきてあ 

る。

VI結 び

本報に於て野兎の嫌忌測に關する從來の知見並に ト ッ カブト を主 

劑とする嫌忌報に就て述べた。ト ッカブトは本道の山野に自生する 

毒草で地方に依りては極めて豊富な植物である。而もトリカブト合 

郷の製法は極 く 簡單な る を以て何人も利用 し得べ く 特に防雪林、防 

風林、扉敷林等のタウヒ、 アカーゾマッ等のﾡ害防除に適すると思

ふ。
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